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「
未
来
の
被
災
地
」
。
最

近
頭
か
ら
離
れ
な
い
言
葉

で

す
。
そ
れ
は
南
海
ト
ラ
フ
地

震
の
被
害
を
受
け
る
可
能
性

が
高
い
首
都
圏
や
太
平
洋
側

の
沿
岸
部
全
て
で
す
。
大
地

震
が
起
き
た
ら
、
津
波
が
来

た
ら
、
ど
の
よ
う
に
避
難
し

当

面

の

危

機

を

回

避

す

る

か
。
避
難
所
で
ど
の
よ
う
に

暮
ら
す
の
か
。
復
旧

・
復
興

の
地
域
づ
く
り
を
ど

の
よ
う

に
進
め
る
か
。
心
災
に
ど
の

よ
う
に
対
処
す
る
か
。

三
十
、
三
十

一
日
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人

Ｊ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

（
女
子
教

育
奨
励
会
）
で
は

「
第
七
回

車
座
交
流
会
」
を
仙
台
で
開

催

い
た
し
ま
す
。
東
日
本
大

震
災
か
ら
四
年
目
の
春
を
迎

え
、
こ
れ
ま
で
の
三
年
間
、

学
ん
で
備
え
る
木
来
の
震
災

岩
手
、
宮
城
、
福
島
で
復
興

の
地
域
づ
く
り
に
ま
い
進
さ

れ
て
き
た
皆
さ
ん
に
学
び
、

未
来

の
震
災
に
備
え
る
と
と

も
に
、
東
北
の
美
し
い
未
来

づ
く
り
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ

る
た
め
の
手
法
や
具
体
策
を

０
コ

議
論
し
ま
す
。

初
日
は
仙
台
市
内
の
津
波

被
災
地
域
を
訪
問
し
、
南
蒲

生
地
区
の
女
性
た
ち
と
の
交

流
、
蒲
生
干
潟
の
生
態
系
回

復

状

況

の
視

察

を

行

い

ま

す
。
晩
は
松
島

の
宿

で
こ
れ

ま
で
の
三
年
間
の

取
り
組
み
・
直
面

す
る
課
題
・
今
後

の
展
望
に
つ
い
て

各
地
か
ら
の
報
告

を
。
二
日
目
は
東

松
島
市
内
の
沿
岸

部
で
農
業
・
地
域

の
再
生
に
取
り
組

む

「よ
つ
ば
フ
ア

ー
ム
」
、
海
苔
の

加

工

・
直
売
所

「
の
り
工
房

矢
本
」
等
を
訪
問
。
午
後
に

仙
台
に
戻
り
、
防
災

ワ
ー
ク

シ

ョ
ツ
プ
体
験
と
車
座

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ
プ
が
夕
方
ま
で
行

わ
れ
ま
す

。

宮
城
か
ら
は
共
催
者

の
仙

台
市
、
せ
ん
だ
い
男
女
共
同

参
画
財
団
の
関
係
者
や

「
東

北

の
美
し
い
未
来
創
造
塾
」

の
受
講
生

＝
写
真
、
東
松
島

の
方

々
が
。
福
島
か
ら
い
わ

き
で
オ
ー
ガ

ニ
ツ
ク

コ
ツ
ト

ン
栽
培
や
事
業
化
に
取
り
組

ん
で
い
る

「
い
わ
き
お
て
ん

と

Ｓ

Ｕ

Ｎ
」

の

メ

ン

バ

ー

や
、
南
相
馬
か
ら

コ
ミ

ュ
ニ

テ

ィ
ー
の
再
生
や
被
災
地
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
行

っ
て
い
る

方

々
が
。
岩
手
発

『
東
北
食

べ
る
通
信
』
の
編
集
長
や
生

産

者
、

そ

の
他

石

巻
、

大

崎
、
そ
し
て
首
都
圏
な
ど
か

ら
参
集
し
ま
す
。

復
興
を
推
進
し
て
き
た
東

北
と
首
都
圏

の
女
性
や
若
者

が
集

い
、
こ
れ
か
ら
の
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
に

つ
い

て
ビ
ジ

ョ
ン
と
具
体
的
な
プ

ロ
セ
ス
を
語
り
合
い
ま
す
。

二
日
目
だ
け
の
ご
参
加
も
可

能
で
す
。
問

い
合
わ
せ
は
Ｊ

Ｋ
Ｓ
Ｋ
ま
で
。

こ
の
連
載
は
、
東
京

の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
女
子
教
育

奨
励
会
」
と
、
被
災
地

の

女
性
た
ち
が
協
力
し
て
復

興

に
取
り
組
む

「
結
結
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
協
力
を

得
て
、
掲
載
し
て
い
ま
す
¨


